
CONTENTSCONTENTS
ないよう

（本文は４、７面）

第４７回 通常総会を開催

▲ 東京商工会議所で行われた「地域力連携拠点」開所式でのテープカット
（左から２人目が桂・当連合会会長）

▲ 人、ひとで一杯になった「第２回東京発！物産・逸品見本市」
（福生市商工会コーナーで）

▲ 職員としての必要な基礎知識の講義が行われた若手職員の研修会
（中央は挨拶をする長谷川・当連合会専務理事）

当連合会が多摩の
「地域力連携拠点」に採択される

● 平成２０～１７年度入会の若手を対象に研修を実施
● ２０年度の「創業塾・創業セミナー等」の日程が決定
● 女性部連合会の第２６回通常総会
● 青年部連合会が第４１回通常総会を開く
● 多摩・島しょ地域のイベント　大特集Part21

● 

● 

● 

新商工会長・商工会会長紹介
４議案全てが全会一致で承認

地域力連携拠点
「１社でも多くの中小企業を再生化、活性化に向けて支援をしていき
たい」―。「地域力連携拠点」の開所式で桂敎夫・当連合会会長から
は同事業への熱い、熱い決意が語られました。

第２回東京発！  物産・逸品見本市
５月１５、１６の両日、新宿駅西口広場イベントコーナーで開いた「第
２回東京発！物産・逸品見本市」は肩と肩とがぶつかる混みようをみ
せました。２日間の入場者は前年比約４割増しの２８,５２６人でした。

若手職員研修会
「分からなかったことを徹底して完璧にし、会員さんのために貢献をし
ていきたい」―。５月９日に開いた若手職員研修会は受講後に、受
講者からこんな頼もしい声が聞かれました。

広範・専門的相談解決にワンストップサービス
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冒
頭
、
五
月
に
開
か
れ
た
総
代
会
で
会

長
に
選
任
さ
れ
た
髙
田
元
喜
大
島
町
、
山

下
真
一
福
生
市
の
両
商
工
会
長
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
ま
ず
、
平
畑
文
興
副
会
長
が

開
会
の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
桂
敎
夫
会
長
が

挨
拶
。
桂
会
長
は
多
摩
地
域
が
先
端
産
業

が
集
積
し
て
い
る
な
ど
か
ら
「
東
京
未
来
イ

コ
ー
ル
多
摩
未
来
で
あ
ろ
う
」
と
発
展
が
約

束
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方
を
改
め
て
示
す
一

方
、
商
工
会
の
経
営
に
つ
い
て「
国
も
あ
の

手
こ
の
手
で
色
々
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
、

　

上
程
を
し
た
の
は
十
九
年
度
の
事
業
報

告
書
・
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、
同
職
員

退
職
金
集
中
管
理
制
度
特
別
会
計
収
支

決
算
書
、
同
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
報
告

書
・
同
事
業
特
別
会
計
損
益
計
算
書
、

同
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助

金
特
別
会
計
収
支
決
算
書
の
決
算
関
係
四

議
案
で
す
。

　

関
東
経
済
産
業
局
か
ら
太
細
敏
夫
産

業
部
次
長
、
東
京
都
か
ら
三
枝
健
二
産

業
労
働
局
商
工
部
長
ら
十
九
人
の
来
賓
を

迎
え
て
開
き
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
は
五
月
二
十
九
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
四
十
七
回
通
常
総
会

を
開
き
、
上
程
し
た
四
議
案
全
て
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
桂
敎
夫
会

長
は
挨
拶
で「
今
こ
そ
小
・
零
細
企
業
が
ど
う
結
束
し
て
難
局
に
向
か
っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
」
と
の
認
識
を
示
し
、
そ
の
上
で
多
摩
の
将
来
性
や
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
商
工
会
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
提

示
。
最
後
に
新
年
度
に
臨
む
決
意
を
「
よ
り
期
待
さ
れ
る
、
よ
り
地
域
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
商
工
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
の一
年
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

あ
る
意
味
で
の
総
力
戦
に
な
っ
て
き
た
」
と

し
「
そ
れ
に
は
今
以
上
の
結
束
と
今
ま
で
以

上
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
か
な
い

と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
訴
え
、
事
業

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
な
ど
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
議
長
に
日
野

市
商
工
会
の
井
上
敏
夫
会
長
を
選
出
。
井

上
議
長
の
指
揮
で
進
行
し
ま
し
た
。
四
議

案
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
上
程
。
全
員
の
拍

手
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
後
、
役
員
功
労
や
永
年
勤

続
者
ら
の
表
彰
式
を
行
い
、
三
枝
商
工
部

長
、
桂
会
長
ら
が
代
表
者
に
感
謝
状
、
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、
二
人
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
太
細
敏
夫
関
東
経
済
産

業
局
産
業
部
次
長
は
「
連
合
会
、
商
工
会

が
地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
商
工
業
の

発
展
の
た
め
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
」、
三
枝
健
二

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
長
は
「
厳
し 挨拶をする桂敎夫会長

拍手で４議案を一括承認した第47回通常総会

４
議
案
全
て
が
全
会
一
致
で
承
認

第
47
回

通
常
総
会
を
開
催

桂会長

第47回
通常総会
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来賓挨拶をする
三枝　健二

東京都産業労働局商工部長

仲根氏 矢野氏向笠氏加藤氏安藤氏

来賓挨拶をする
太細　敏夫

関東経済産業局産業部次長

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

▽
役
員
功
労
者
＝
矢
野
守
（
国
分
寺
市
会
長
）▽
優
良
女
性
部

＝
東
大
和
市
女
性
部
▽
女
性
部
功
労
者
＝
石
田
晴
代
（
大
島

町
女
性
部
長
）、
堀
照
子
（
武
蔵
村
山
市
女
性
部
長
）

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】

▽
役
員
功
労
者
＝
金
子
彰
（
三
鷹
副
会
長
）、
小
林
一
伸
（
国

分
寺
市
副
会
長
）、
浜
本
玄
房
（
狛
江
市
副
会
長
）、
添
田
孝

昭
（
調
布
市
副
会
長
）、
天
野
博
（
福
生
市
副
会
長
）、
加
藤
和

夫
（
福
生
市
副
会
長
）、
武
藤
四
郎
（
東
大
和
市
副
会
長
）、
浦

川
哲
男
（
東
大
和
市
副
会
長
）、
柄
澤
暢
吉
（
武
蔵
村
山
市
副

会
長
）、
向
笠
幸
雄
（
羽
村
市
会
長
）、
原
島
登
（
瑞
穂
町
副
会

長
）、
山
崎
止
（
小
笠
原
村
副
会
長
）、
打
込
由
美
子
（
小
笠
原

村
副
会
長
）、
赤
保
谷
保
（
日
の
出
町
副
会
長
）

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

▽
役
員
功
労
者
＝
田
中
宏
（
清
瀬
副
会
長
）、
町
田
成
司
（
福

生
市
会
長
）、
近
藤
功
（
あ
き
る
野
副
会
長
）、
加
藤
政
治
（
東

大
和
市
会
長
）、
長
又
一
男
（
稲
城
市
副
会
長
）、
河
辺
光
栄

（
昭
島
市
副
会
長
）、
牧
野
洋
子
（
日
の
出
町
副
会
長
）

【
平
成
十
九
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良

商
工
会
表
彰
】

▽
小
笠
原
村

【
商
工
会
等
職
員
永
年
勤
続
感
謝
状
（
勤
続
二
十
五
年

以
上
）】

仲
根
秀
和
（
東
村
山
市
）、
小
林
稔
（
西
東
京
）、
山
田
滋
（
八

丈
町
）

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状

新商工会長
5月19日の総代会で
会長に就任されました。

山下　真一

山下  真一

やました　 しんいち

髙田  元喜

武陽ガス

① 行政との連携を強化し、会員事業所及び街
の活性化に取り組む。会員と役職員の接点
業務を増やし、お互いの信頼関係を高め
る。頼りになる商工会づくり。

② ゴルフやスキューバダイビングをしたいと
ころですが、なかなか時間が作れません。

③ 週一日は休肝日を作ることと、鯨飲馬食を
しない様気を付ける。

④ 旬の食材を使った料理と、美味しいお酒と、
楽しい仲間がいれば最高です。

① そんなに儲からなくてもいい、ほどほどの
夢を持ち、息子へそれなりの期待を寄せ、
誰もが笑顔で挨拶を交わせる島・地域を
ぜひ復活させたい。

② 仕事人間ではないが余暇など論外で、ただ
友人宅での会話を楽しむこと。

③ 健康管理は夢のまた夢で、ただいつでもど
こでもすぐに居眠りのできること。

④ 何でも良く食べ断ったことなど全くない。残
念なのはお酒が飲めないこと。

両新会長に①私の力点（会長として力を入れること）　②「私は余暇をこう過ごします」
③「私は健康にこう気をつけています」　④私の大好物―をお聞きしました。

福生市

5月26日の総代会で
会長に就任されました。

髙田　元喜
たかた　　もとよし

高田寝具店

大島町

商工会会長紹介

い
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
小
規
模
企
業
を
下

支
え
す
る
商
工
会
へ
の
期
待
が
い
や
が
上

で
も
大
き
く
な
る
。
さ
ら
な
る
ご
尽
力
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
の
辞
を
神
石
實
副
会
長
が

述
べ
、
総
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

矢
野
氏
らにらに
（国分寺市）

向
笠
氏
（羽村市）

表彰状、感謝状授与

表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
次
の
方
た
ち
で
す
。

（
地
名
は
商
工
会
名
、
敬
称
略
）
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「地域力連携拠点」事業の流れ
悩む小規模事業者

多摩21商工会
島６商工会

多摩７商工会議所
セミナー
創業塾

相
談

東京都商工会連合会

協力機関
診断協会
電気通信大学
中小整備機構など

制度活用
人材派遣・
融資など

（ワンストップサービス）
経営力向上
創業・再チャレンジ
事業承継

支援 地域力連携拠点

５
月
末
か
ら
広
範
・
専
門
的
相
談
解
決
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　
「
地
域
力
連
携
拠
点
」
事
業
と
は
、
小
規

模
事
業
者
の
実
態
を
踏
ま
え
、
経
営
力
、

生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
拠
点
を
設
け

て
、
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　

全
国
三
百
十
六
カ
所
（
う
ち
東
京
は
三
つ

の
信
金
を
含
め
六
カ
所
）、
多
摩
地
域
で
は
、具

体
的
支
援
内
容

①
Ｉ
Ｔ
活
用 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
経
営
管
理
を
支
援

②
知
的
資
産
経
営 
技
術
力
、
特
許
な
ど
強
み
を
生
か
し
た
新
事

業
を
支
援

③
経
営
革
新 

新
製
品
開
発
な
ど
経
営
の
革
新
を
支
援

④
地
域
資
源
活
用 
地
域
資
源
を
活
用
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ

す
企
業
を
支
援

⑤
農
商
工
連
携 

農
業
・
商
業
・
工
業
が
連
携
す
る
商
品
開
発
、

販
路
開
拓
を
支
援

⑥
創
業 

創
業
の
プ
ラ
ン
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ま
で
支
援

⑦
再
チ
ャ
レ
ン
ジ 
廃
業
後
な
ど
新
た
な
事
業
の
再
挑
戦
を
支
援

⑧
事
業
承
継 

事
業
承
継
に
つ
い
て
相
談
・
専
門
家
派
遣
・

後
継
者
紹
介
な
ど
を
支
援

　

当
連
合
会
と
東
京
商
工
会
議
所
は
五
月

三
十
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
東
京
商
工
会

議
所
で
「
地
域
力
連
携
拠
点
」
の
開
所
式

を
開
き
ま
し
た
。
開
所
式
に
は
当
連
合
会

か
ら
桂
敎
夫
会
長
、
東
商
か
ら
井
上
裕
之

副
会
頭
、
関
東
経
済
産
業
局
か
ら
藤
田

昌
宏
局
長
ら
関
係
者
お
よ
そ
六
十
人
が
出

席
。
連
合
会
、
会
議
所
に
設
置
さ
れ
た
、

中
小
企
業
の
た
め
の
「
総
合
病
院
の
緊
急

外
来
」
と
例
え
ら
れ
る
連
携
拠
点
の
事
業

に
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
井
上
副
会
頭
、
桂
会
長
、
藤
田

局
長
ら
が
挨
拶
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
で
甘
利

明
経
済
産
業
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
、

さ
ら
に
最
後
に
主
催
者
の
代
表
や
来
賓
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
拠
点
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

平成20～17年度入会の若手を対象に研修を実施
基
礎
知
識
の
吸
収
を
狙
い
に

　
当
連
合
会
は
五
月
九
日
、
立
川
市

内
の
東
京
都
多
摩
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
若
手
職
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
二

十
年
度
に
入
会
し
た
新
人
か
ら
平
成

十
七
年
度
入
会
ま
で
の
若
手
を
対
象

に
職
員
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
や

考
え
方
、
実
務
に
当
た
っ
て
の
判
断

の
仕
方
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
、

と
実
施
し
た
も
の
で
、
各
商
工
会
か

ら
集
ま
っ
た
二
十
二
人
が
三
人
の
講

師
の
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
取
り
上
げ
た
研
修
の
テ
ー
マ
は
三

つ
で
し
た
。
一
つ
は
商
工
会
と
は
ど
の

よ
う
な
組
織
で
、
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
き
た
か
、
ま
た
、
組
織
・
活
動

と
し
て
の
課
題
は
何
か
、
二
つ
目
は

東
京
都
の
補
助
金
で
実
施
し
て
い
る

経
営
改
善
普
及
事
業
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
、
職
員
の
役
割
と
は
何
か

―
な
ど
で
す
。
三
つ
目
は
問
題
に
直

面
し
た
と
き
に
ど
う
効
率
的
に
解
決

し
て
い
く
か
、
そ
の
考
え
方
と
手
法

で
、
演
習
を
交
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
の
組
織
に
つ
い
て
は
木
村

芳
夫
・
小
平
商
工
会
事
務
局
長
が
、

経
営
改
善
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
高

橋
寿
之
・
狛
江
市
商
工
会
事
務
局
長

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
は
、
国
か
ら
多
摩
地
域
の
「
地
域
力
連
携
拠
点
」に
採
択
さ
れ
、
五
月
末
に
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
拠
点
は
他
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
て
「
事
業
承
継
」
の

相
談
に
も
こ
た
え
る
総
合
的
な
拠
点
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
様
々
な
分
野
で
専
門
家
を
配

置
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
「
経
営
革
新
」、「
創
業
」、「
事
業
承
継
」、「
農
商
工
連
携
」
な
ど
幅
広

い
分
野
で
事
業
者
の
皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
き
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
連
合
会
が
「
事
業
承
継
セ
ン
タ
ー
」
を
含

む
八
項
目
の
重
点
施
策
を
扱
う
総
合
的
拠

点
と
し
て
採
択
さ
れ
、
五
月
末
か
ら
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。専
門
の「
応
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
大
学
や
金
融
機

関
、
業
界
団
体
な
ど
の
他
の
機
関
と
の
連
携

や
政
府
系
低
利
融
資
、
販
路
開
拓
支
援
な

ど
の
制
度
活
用
で
ご
相
談
内
容
の
解
決
に
向

け
て
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
支
援
内
容
と
事
業
の
流
れ
に
つ

い
て
は
別
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

「
連
携
拠
点
」

開
所
式
を
挙
行（

写
真
は
１
面
に
）

（
写
真
は
１
面
に
）

の

東
商
で

22
人
が
受
講

詳
し
く
は
東
京
都
商
工
会
連
合
会
地
域
振
興
課

（
０
４
２
・
５
２
５
・
６
９
５
１
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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当
連
合
会
、
多
摩
地
域
商
工
会
が
主
催

す
る
二
十
年
度
の
「
創
業
塾
・
創
業
セ
ミ

ナ
ー
等
」
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
別

表
で
コ
ー
ス
名
、
コ
ー
ス
の
日
程
（
一
部
は

予
定
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

創
業
塾
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
は
新
規
開

業
に
必
要
な
基
本
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
が
解
説

を
し
、
創
業
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
達

の
後
押
し
を
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
が
主
催
す
る
も
の
と
、「
北
多

摩
西
部
」（
幹
事
＝
日
野
市
商
工
会
）、「
北

多
摩
北
部
」（
同
＝
東
村
山
市
商
工
会
）、

「
北
多
摩
南
」（
同
＝
狛
江
市
商
工
会
）、

「
西
多
摩
」（
同
＝
羽
村
市
商
工
会
）
ブ

ロ
ッ
ク
で
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
そ
れ

ぞ
れ
の
商
工
会
が
共
同
で
開
催
を
す
る
も

の
と
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

当
連
合
会
が
主
催
す
る
も
の
と
し
て
は

「
創
業
塾
（
女
性
コ
ー
ス
）」、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」、
同
「
交
流
会
」、

そ
れ
と
「
経
営
革
新
塾
」
の
四
つ
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
商
工
会
が
共
同
で
開
く
創

業
塾
は
、
四
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
摩
地
域
商
工
会
エ
リ
ア
を
網
羅

し
ま
す
。

　

連
合
会
が
主
催
す
る
「
創
業
塾
」、「
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
」、「
経
営
革
新
塾
」、「
交
流
会
」

に
つ
い
て
は
当
連
合
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２

－

５
２
５

－

６
９
５
１
）へ
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

の
創
業
塾
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
商
工
会
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
四

月
十
八
日
、
昭
島
市
内
の
フ
ォ
レ
ス
ト
・

イ
ン
昭
和
館
で
第
二
十
六
回
通
常
総
会
を

開
き
、
上
程
さ
れ
た
平
成
十
九
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
並
び
に
平
成
二
十
年

度
事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

全
会
一
致
で
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
二
十
七
商
工
会
女
性
部
か
ら

八
十
一
名
が
参
加
。

　

ま
ず
、
廣
瀬
可
世
子
会
長
が
「
今
の
私

に
一
番
適
し
て
い
る
言
葉
は
江
戸
仕
草
の

代
表
的
な
言
葉
で
あ
る
『
あ
り
が
と
う
』

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
会
長
と
し
て

二
回
目
の
総
会
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
議
長
に
野
島
政
子
東
久
留
米
市

商
工
会
女
性
部
部
長
を
選
出
。
議
事
を

進
行
し
ま
し
た
。
十
九
年
度
事
業
報
告
で

は
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
、
中
小
企

業
庁
長
官
表
彰
、
全
国
商
工
会
連
合
会

会
長
表
彰
の
各
受
賞
者
に
つ
い
て
の
報
告

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
後
、
桂
敎
夫
・
当
連
合
会

会
長
と
小
川
友
一
衆
議
院
議
員
が
来
賓
挨

事
業
計
画
書
な
ど
を
全
会
一
致
で
承
認

女
性
部
連
合
会
の拶

。
桂
会
長
は
多
摩
地
域
が
地
理
的
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
健
康
ビ
ジ

ネ
ス
、Ｉ
Ｔ
、
携
帯
な
ど
爆
発
的
な
成
長

が
見
込
ま
れ
て
い
る
五
つ
の
分
野
を
大
手

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
の
研
究
か
ら

紹
介
。
そ
の
上
で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
お
仕
事

の
中
で
、
地
域
社
会
の
中
で
新
し
い
出
発

を
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
る
」

と
述
べ
、
地
域
活
性
化
へ
の
一
段
の
努
力

を
求
め
ま
し
た
。

20年度事業計画などを承認した
女性部の第26回通常総会

の「
創
業
塾
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
」の
日
程
が
決
定

当
連
合
会
、多
摩
地
域
商
工
会
が
主
催
す
る

20
年度

平成20年度　創業塾・創業セミナー等の開催日程
主催団体名

（日野市、国分寺市、国立市、東大和市、
  武蔵村山市、昭島市）

（東村山市、清瀬、小平、西東京、東久留米市）

（狛江市、三鷹、小金井市、調布市、稲城市）

（羽村市、福生市、あきる野、瑞穂町、日の出町）

東京都商工会連合会

コース

創業塾

創業塾

北多摩西部ブロック

北多摩北部ブロック

北多摩南ブロック

西多摩ブロック

フォローアップ

交流会

経営革新塾

日　　程 会　　場

9/13､ 20､ 27､ 10/4､ 11 国立市商協ビル

東村山市商工会館

狛江市商工会館

羽村市産業福祉センター

三鷹商工会館

未定

未定

国立せきやホール

7/5､ 6､ 12､ 13､ 19

9/28､ 10/5､ 12､ 19､ 26

9/7､ 14､ 21､ 28､ 10/5

6/23､ 25､ 27､ 7/3､ 5､ 7､ 9､ 12
10/25､ 26､ 11/1､ 2､ 8（予定）
12月か､ 1月を予定
8/24､ 31､ 9/7､ 14､ 21

（カッコ内は商工会名）

第
26
回
通
常
総
会

平成20年度
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「
〜
絆
の
継
続
・
思
い
の
伝
達
〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

青
年
部
連
合
会
が
第
41
回
通
常
総
会
を
開
く

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
五

月
八
日
、
国
分
寺
市
内
の
L
サ
ロ
ン
飛
鳥

で
第
四
十
一
回
通
常
総
会
を
開
き
、
上
程

し
た
三
議
案
全
て
を
原
案
通
り
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。「
〜
絆
の
継
続
・
思
い
の

伝
達
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
十
年
度
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
役
員
の
補
欠
選
任
で

は
石
坂
圭（
東
久
留
米
市
）金
田
清
孝（
狛

江
市
）
両
副
部
長
を
新
理
事
に
選
任
し
ま

し
た
。
総
会
に
は
二
十
七
商
工
会
青
年
部

か
ら
八
十
九
人
が
出
席
を
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
小
島
昌
夫
会
長
が
「
会
長
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
出
会
い
や
経
験
が
今
で

は
何
よ
り
も
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
も

う
一
年
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」３議案を承認した青年部の第41回通常総会

と
挨
拶
。
続
い
て
議
長
に
大
木
隆
幸
（
東

久
留
米
市
）
部
長
を
選
出
。
議
案
の
審
議

に
移
り
、
十
九
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
を
ま
ず
、
承
認
し
ま
し
た
。
次
に
役
員

の
補
欠
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
い
で
二
十
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
を
審
議
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

二
十
年
度
は
①
青
年
部
員
増
強
②
若

手
後
継
者
等
育
成
事
業
③
部
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
④
Ｉ
Ｔ
推
進
⑤
若
手
経
営

者
育
成
委
員
会
（
玉
川
大
学
講
師
実
施
）

―
を
重
点
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
案
審
議
後
、
部
員
増
強
上
位
の
羽

村
市
、
日
野
市
、
武
蔵
村
山
市
の
三
単
会

へ
会
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
来
賓
を
代
表
し
て
桂
敎
夫
・
当

連
合
会
会
長
が
挨
拶
。
桂
会
長
は
最
近
の

新
し
い
動
き
と
し
て
中
小
企
業
の
温
暖
化

ガ
ス
排
出
権
取
引
と
東
京
・
多
摩
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
構
想
を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
商

工
会
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
経
済
団
体
と

し
て
認
識
と
理
解
を
ど
う
求
め
る
か
。
君

達
が
、
我
々
が
一
体
と
な
っ
て
模
索
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
そ
の
正
念
場
に

立
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
地
域
へ
の
貢
献
に

一
層
、
邁
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
玉

川
大
学
（
東
京
都
町
田
市
）
か
ら
、
青
年

部
員
に
工
学
部
管
理
工
学
科
の「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」の
授
業
の
講
師
を
務
め

て
ほ
し
い
、
と
要
請
を
受
け
、
授
業
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
部
で

は
十
二
人
か
ら
十
五
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

九
月
二
十
五
日
か
ら
来
年
一
月
二
十
九
日

ま
で
毎
週
木
曜
日
に
予
定
さ
れ
る
授
業
に

講
師
と
し
て
部
員
を
派
遣
し
て
い
き
ま
す
。

　

授
業
で
教
え
る
生
徒
は
工
学
部
管
理
工

学
科
の
一
年
生
約
七
十
人
で
す
。

　

学
生
が
考
え
て
い
る
企
業
は
大
企
業
が

中
心
で
あ
り
、
地
域
を
支
え
て
い
る
中
小

や
小
規
模
企
業
に
は
目
が
向
か
な
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
改
め
、
現
実
を
知
っ

て
も
ら
お
う
、
と
い
う
の
が
講
師
派
遣
を

要
請
し
て
き
た
大
学
の
狙
い
で
す
。

　

青
年
部
で
は
こ
れ
に
対
し
て
、
教
え
る

と
い
う
こ
と
が
自
身
の
資
質
向
上
と
な
る

こ
と
、
そ
し
て
、
若
手
後
継
者
の
育
成
・

社
会
人
の
育
成
へ
と
繋
が
る
こ
と
か
ら
派

遣
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

教
え
る
の
は
部
員
が
や
っ
て
い
る
仕
事

の
業
界
解
説
や
、
日
々
の
仕
事
の
運
営
・

段
取
り
で
す
。
こ
れ
を
通
じ
て
学
生
に
は

会
社
・
社
会
の
仕
組
み
や
、
社
会
の
現
実

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
講
師
を
務
め
る
部
員
ら
で

「
若
手
経
営
者
育
成
委
員
会
」
を
組
織
。

委
員
会
で
テ
キ
ス
ト
を
つ
く
り
、
講
師
派

遣
に
臨
む
構
え
で
す
。

9月25日から4カ月間　
玉川大学の「キャリアデザイン」の授業を担当が

部員が講義

20
年度

事
業
を
推
進

青年部連合会
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「
第
２
回
東
京
発
！

  

物
産
・
逸
品
見
本
市
」

　

当
連
合
会
と
西
武
信
用
金
庫
は
五
月
十

五
、
十
六
の
両
日
、
新
宿
駅
西
口
広
場
イ

ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
「
第
二
回
東
京
発
！ 

物
産
・
逸
品
見
本
市
」
を
開
き
ま
し
た
。

同
見
本
市
に
は
昨
年
の
第
一
回
よ
り
二
十

五
店
多
い
六
十
五
店
が
出
品
。
通
り
掛
り

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
都
心
に
買
い
物
に
来
た

と
見
ら
れ
る
お
年
寄
り
ら
で
大
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
見
本
市
は
東
京
西
地
域
の
商
品
の
素

晴
ら
し
さ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
食
品
商
社

な
ど
と
取
引
の
足
が
か
り
を
つ
く
り
、
参

加
各
団
体
の
拡
販
に
結
び
つ
け
る
狙
い
で

す
。
商
工
会
関
係
か
ら
は
福
生
市
、
三
鷹

の
両
商
工
会
と
日
の
出
町
商
工
会
青
年

部
、
国
分
寺
市
商
工
会
女
性
部
、
そ
れ
と

当
連
合
会
が
出
品
。
福
生
は
「
福
生
七
夕

竹
笹
お
に
ぎ
り
」、
三
鷹
は
焼
き
菓
子
「
東

京
セ
ブ
レ
」、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
ワ
イ
ン
、

日
の
出
町
商
工
会
青
年
部
は「
バ
ス
テ
ラ
」、

国
分
寺
市
女
性
部
は
「
こ
く
ぶ
ん
じ
ベ

リ
ー
」
等
々
の
Ｐ
Ｒ
、
販
売
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。

当
連
合
会
と
西
武
信
用
金
庫
主
催
の

買
い
物
客
ら
で
大
賑
わ
い
に

「協力雇用主」ってなーに
いま、協力雇用主になっていただくことをお願いしています。

東京保護観察所では、いま、刑務所出所者等を雇用し、立ち直りを助ける「協力雇用主」になってい
ただける事業主の皆様を募集しています。協力雇用主の方には以下の３つのことをお願いしています。

実際の職場や社員寮等を見学することにより、刑務所出所者等の就労への意欲を引き出します。

刑務所出所者等が、実際に職場環境や業務を5日～1カ月程度体験することにより、就業への自信
をつけます。講習委託費（最大24,000円）をお支払いします。

どんな人か心配･･･というときは短期間（原則として3カ月間）の試行雇用（トライアル雇用）の制度
が利用できます。トライアル雇用奨励金（最大4万円を3カ月間）をお支払いします。ハローワーク
職員が、雇用主の皆様や本人に対し、電話等でフォローアップをし、相談に応じます。

事業所見学会 の受け入れ

職場体験講習 の受け入れ

刑務所出所者等 の雇用

問合せ先

社会保険庁からのお知らせ「ねんきん特別便」を
現役加入者の皆様へ

　社会保険庁では、本年6月から10月までの間に全ての現
役世代の方々へ次の方法で「ねんきん特別便」をお届けいた
します。
　ねんきん特別便が届きましたら、年金記録に「もれ」や「間
違い」がないかご確認いただき、「もれ」や「間違い」の有無に
かかわらず同封の返信用封筒（受取人払）によりまして、必ず
ご回答いただきますよう、皆様のご協力をお願いいたします。

ねんきん特別便
直接ご本人の住所へお送りします。
なお、現在厚生年金に加入している場合で、配付について会社の
ご協力がいただける場合には、会社を通してお送りします。

●回答する前によくわからないことがあれば、ねんきん特別便専用
　ダイヤルまでお願いします。 0570‐058‐555
●詳しくは社会保険庁ホームペーをご覧ください。

http://www.sia.go.jp/

（
写
真
は
１
面
に
）

？

のお届け方法

お届けします

店
が
出
品
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日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

8
月

1日（金） 神津島マリン太鼓フェスティバル 物忌奈命神社例大祭境内 神津島太鼓を中心に島外の太鼓団体を
招待し、神津島太鼓との競演。

実行委員会
04992-8-0011

2日（土） 第6回あきる野夏まつり 秋川駅前大通りを中心と
した地区

流しおどり、よさこいソーラン、お囃子、お
神輿などのパレード。和太鼓、ダンスなど
のステージイベント他。模擬店も並ぶ。

第6回あきる野夏まつり運営委
員会（連絡先:あきる野市商工観
光課）　042-558-1867

2日（土） 灯りまつり
小平グリーンロード　小
平駅～花小金井南市民
広場間の公園等

手作りの地口行灯を各参加者が持ち寄
り、各会場に飾る。

小平市グリーンロード推進協
議会、小平グリーンロード灯り
まつり実行委員会・小平市　
042-346-9581

2日（土） 物忌奈命神社例大祭
「かつお釣り神事」 物忌奈命神社例大祭境内 「かつお釣り神事」国指定重要無形民俗

文化財（東京都）
物忌奈命神社
04992-8-0193

2日（土）～3日（日） 第36回昭島市民くじら祭 昭和公園陸上競技場
出店、タレントショー、子供ショー、市民カ
ラオケ大会、パレード、夢花火、チビッ子
広場（お化け屋敷、ゲーム等）

昭島市商工会　昭島市民くじら
祭実行委員会　042-543-8186

2日（土）～3日（日） サマーフェスティバルインこだいら 小平駅南口のロータリー ステージで歌、踊り、パフォーマンスなど。 小平駅周辺の6商店会
042-346-9534

7日（木） 羽伏浦ビーチマラソン 羽伏浦海岸 羽伏浦海岸の長いビーチを利用した
500m・1,000mのマラソン大会

新島村役場産業観光課
04992-5-0284

7日（木）～10日（日） 第58回福生七夕まつり 福生駅西口及び市役所
周辺 各種イベント、模擬店、七夕飾り等 七夕まつり実行委員会

042-551-1511

9日（土） ブルーベリーまつり 花小金井駅前
小平産ブルーベリーの販売。生のブルーベ
リーを搾ったジュース、かき氷の他、ブルー
ベリーを使用したお菓子やお酒の販売。

小平市産業振興課
042-346-9534

9日（土） とうろう流し リバーサイドパーク一の谷
市内のご住職によるお施餓鬼法要と寺院
のご詠歌が行われ、1500基の「とうろう」
と清流秋川に奉流し、先祖の供養をする。

あきる野市観光協会秋川支部
（あきる野市商工観光課）　
042-558-1111

9日（土）～10日（日） 第29回夏まつり 元町仲通り 元町仲通りに夜店と花火とゲーム等 大島町商工会
04992-2-3791

9日（土）～10日（日） 第41回三鷹阿波踊り 三鷹南口駅前商店街 阿波踊り 三鷹阿波踊り振興会
0422・49・3111

10日（日） 観音様の夜店 観音様境内下 夏の風物詩の夜祭り　金魚すくい、ゲー
ム、飲食物の出店あり

村おこし実行委員会（新島村商
工会）　04992-5-1167

16日（土） 第12回みずほサマーフェスティバル 瑞穂町役場西側通り 流し踊りコンクール　模擬店　武州唐
獅子太鼓他　

瑞穂町観光協会
042-557-3389

23日（土）～24（日） 払沢の滝ふるさと夏まつり 西東京バス払沢の滝入口
バス停から払沢の滝まで

日本の滝百選の払沢の滝をライトアッ
プ・打ち上げ花火（初日）他

払沢の滝ふるさと夏まつり実行
委員会（連絡先:檜原村観光協
会）　042-598-0069

23日（土）～24（日）
（予定） 横田基地日米友好祭 横田基地

航空機の地上展示、バンド演奏、パラ
シュート降下、軍用犬の訓練、花火大会、
露店200店

横田基地
042・552・2511内線52100

27日（水）～28日（木） 第4回森林セラピーツアー 檜原村全域 森林セラピーロード「大滝の路」を中心
としたセラピーツアー

檜原村役場産業環境課産業観
光係　042-598-1011

30日（土）　小雨決行。
荒天の場合は翌日順延。 ヨルイチ

JR五日市線武蔵五日市駅
前から小中野地区の檜
原街道沿い他

歴史と伝統の五日市の懐かしい市。人力
車運行、あかりスタンドコンテスト他

第6回ヨルイチ実行委員会
（連絡先:あきる野商工会）　
042-596-2511

30日（土） 第30回記念武蔵村山市観光
納涼花火大会 野山北公園運動場 花火大会　即売　アトラクション 武蔵村山市観光納涼花火大会

実行委員会　042-560-1327

9
月 

6日（土） 第7回稲城阿波おどり大会 京王よみうりランド駅周辺 地元と招待の連が阿波おどりを行う。 稲城市商店会連合会
042-377-1696（商工会）

6日（土） こだいらサミット ルネ小平中ホール 毎回テーマを設定してのパネルディス
カッション等

小平商工会
042-344-2311

15日（月） 青少年のための科学の祭典
東京大会in小金井

東京学芸大学小金井キャ
ンパス

楽しくやさしい科学の実験や展示（100
ブース）

科学の祭典実行委員会
090-7944-1900

20日（土）～21日（日） 2008東京都知事杯争奪
サーフィン大会 羽伏浦海岸 クラス別のサーフィン大会 新島村役場実行委員会

04992-5-0240

27日（土）～28日（日） 第5回森林セラピーツアー 檜原村全域 森林セラピーロード「大滝の路」を中心
としたセラピーツアー

檜原村役場産業環境課産業観
光係　042-598-1011

27日（土）～28日（日） 第8回はむらふるさと祭り JR小作駅東口広場 よさこいソーランほか
はむらふるさと祭り実行委員
会（小作けやき協同組合）　
042-555-6575

　
小
笠
原
諸
島
は
平
成
20
年
に
返
還
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
当
会
で
は
こ
れ
を
機
に
小
笠
原
の
良

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
島
市

商
工
会
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

8
月
2
日
（
土
）
〜
3
日
（
日
）
開
催
の

「
第
36
回
昭
島
市
民
く
じ
ら
祭
」
に
初

出
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
小
笠
原
へ
の
旅
行
相
談
や
特
産
品
の

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
時
間

の
ご
ざ
い
ま
す
方
は
是
非
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
島
市
内
の
商
店
会
さ
ん
の

ご
協
力
も
得
て
、
中
元
等
の
売
り
出
し

の
際
に
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念

を
P
R
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
小

笠
原
と
鯨
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
た
昭
島
、

1
0
0
0
キ
ロ
離
れ
た
地
を
商
工
会
が

結
び
、
こ
れ
か
ら
の
友
好
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

く
じ
ら
祭
」

初
出
展く

じ
ら
が
取
り
持
つ

連
携
事
業

周年
40

f e a t u r e 多摩・島しょ地域のイベント

さあ、 夏祭りドドーン！！
大特集

E V E N T〉〉〉

小
笠
原
村
商
工
会

昭
島
市
民

返還 「
36
第

回

に

!!
是
非
、ご
来
場
下
さ
い
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